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第２８７６回例会 ２０２２年 １０月 ３１日

・夜間例会

司 会
斉 唱
本 日 の 出 席
本 日 の 欠 席

メークアップ
ビ ジ タ ー
ゲ ス ト
ニコニコBOX

神田英一 会場監督
奉仕の理想
会員 44人中 出席者 30人 出席率 68.18％
大江智宣・大橋直幸・菊地昭通・鈴木勉・田中道也・谷温恵・奈良康弘
深尾幸夫・藤吉敏博・前田孝幸・水田孝志・本山忠之・山本政史

士別ライオンズクラブ330地区B地区ガバナ－ 阿部 昭様

但木行久（二男 結婚祝い）・國森和麿（誕生祝い）

大野真一郎 名寄RC会長（名寄ポリオチャリテイコンサ－ト出席御礼）

累計 124.000円

● 10月 3日(月) 普通例会・理事会

● 10月10日(月) 休会：スポ－ツの日

● 10月17日(月) 普通例会

● 10月24日(月) 普通例会

● 10月31日(月) 夜間例会

● 11月 7日(月) 普通例会・理事会

● 11月14日(月) 普通例会

● 11月21日(月) 普通例会

● 11月28日(月) 夜間例会

■ [地域社会経済の発展・米山月間] ■ [ロ－タリ－財団月間]

今日のプログラム

前回 （１０月２４日） の記録 ・普通例会

■会 長／細川 博司

■副会長／神田 裕教

■幹 事／大橋 直幸

■例会場／士別グランドホテル

■例会日／毎週月曜日 12:10～13:00

■事務所／士別グランドホテル TEL0165-23-1234

２500地区ホームページ http://rid2500.jp/

士別ＲＣ http://www.douhoku.jp/sibeturc
かわにしの丘

ＲＩホームページ https://www.rotary.org

2022-2023年度ＲＩ第2500地区テーマ
202２-202３年度ＲＩ第2500地区ガバナー久木佐知子

ともに紡ごう！ロ－タリ－の未来へ

2022-2023年度国際ロータリーのテーマ
202２-202３年度ＲＩ会長 ジェニファ－E.ジョ－ンズ



■会務報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・細川 博司会長

皆さんこんにちは

本日10月24日は世界のポリオの日です。あと一歩で根絶

できるところまで来ています。

ポリオプラス5つの疫病、はしか、ジフテリア、破傷風、百

日咳、結核を指し予防接種を実施しております。

50年あまりRIでは1970年から大規模免疫接種活動から

継続で実施をしております。

会員の皆様のご理解ご協力を募金箱へお願いいたします。

10月20日災害時等におけるボランティア活動に関する協

定の締結式に田中副幹事と私細川が社協に行って参りま

した。

10月23日(日)午後名寄ロータリー主催のポリオデーとして

フルート演奏ジャズとクラシックコンサートに神田副会長と

私、細川とで出席して参りました。

本日ゲスト卓話としてライオンズクラブ330地区B地区

2022～23年度士別キャビネット地区ガバナー阿部昭様

株式会社マルア阿部商店代表取締役であります。

2023年には士別市で地区大会開催とお聞きしております

が大変でしょうが、頑張って成功の1日を迎えられます事

ご祈念申上げます。

大変お忙しい中ご講話をいただきます事に心から感謝を

申上げます。どうぞよろしくお願いいたします。

■幹事報告・・・・・・・・・・・・・・・・田中 洋和副幹事

1.一般社団法人 士別青年会議所様より11月19日に開

催されます創立65周年記念式典と懇親会へのご案内

が細川会長あてに届いております。なおロビーにて掲

示もしておりますのでご覧ください。

2.2023‑2024 年度 国際ロータリー第2500 地区 ガバナー

補佐決定のお知らせが地区より届いております。第２分

区につきましては 美深ロータリークラブの園部一正様

となっておりますのでご報告致します。なお他の分区に

おいてはロビーにて掲示してある一覧表にて 各自ご確

認下さい。

3.10月２０日 社会福祉協議会で行われました 「災害時

におけるボランティア活動に関する協定」の締結式に

細川会長と副幹事の私が出席して参りました。他にも

社会福祉協議会様、ライオンズクラブ様、士別青年会

議所様の皆様も出席され、今後の災害支援活動にお

いて お互いに確認し合った時間でもありました。

４.延期になっておりました新入会員歓迎会は、再延期

となっております。

ご理解の程宜しくお願い致します。

【今月の結婚祝い】

志村会員

【今月の誕生祝い】

山下会員・大江会員・田中会員・國森会員



■ゲスト卓話・・・・プログラム委員会（福島委員長）

【講師】

士別ライオンズクラブ330地区B地区ガバナ－

阿部 昭 様

皆さん、こんにちは。今日は士別ロ－タリ－クラブの例会

にお招きいただきまして、大変ありがとうございます。

昨年の5月ぐらいから、ガバナのセミナーもありまして、

今年の1月から、士別キャビネットをスタートして、

おかげ様で、順調に推移はしておりますけども、やはり、

色んな問題も上がってきております。

やはり、1番の問題は会員の現状です。退会者、そしてク

ラブの維持、解散クラブが出てしまう、

あるいは事業の問題、色んな問題がございます。

それを何とかキャビネット中心に、クラブに寄り添い、会員

さんに寄り添って、解決していくような形になっております。

ここは、3３１Ｂ地区と言ってますが、北海道内では3つに

分かれております。

ロータリ-さんは2500地区で2つという風に聞いております

が、私どもは、先ほど申し上げました通り、リージョンが５，

クラブ数が73、クラブ会員数1845名、家族会員が314名

で、合計2159名がおりますえ。現在、一般社団法人ライ

オンズクラブ数は、全国に2801クラブがございまして、8

複合地区に9万9584名となっております。国際協会の方

は、クラブ数5０.046、会員数は、210カ国で1.384.978名

となっております。士別キャベネットのガバナ－の基本方

針につきまして、このように7つ上げさせていただいており

ます。

「輝けクラブ！」輝いて、皆さんに活き活きしたクラブを作っ

ていきましょうということで、お話しさせていただきます。

それから、「会員が大事!」ということで、今現在の会員を

大切にしていただけないかということで、出席率の少し低

下してる方ですとかに、声かけしていただいて、さらなる

会員間の交流親睦をはかっていきたいです。

その他に「隣のクラブも大事！」他クラブとの交流。

「地元が一番！」地域密着型の奉仕活動。

「ITを活用しよう！」ITは時代の要請。

「楽しもうライオンズライフ」楽しくなと面白くない。

「次につなぐ！」次期キャビネットに繋ぐ。

以上が基本方針となっております。

日本のライオンズにおける、統計が出てます。クラブ数も

3200から、今現在2800を切るぐらいまで来ております。

会員数も、全国に12万1000人いたんですが、

今はもう10万人を切っているっていう状況になってしまっ

てます。

このグロ－バル・メンバ－シップ・アプローチの目的ですが、

新クラブ結成による地区の若返りを図る新会員を加えて、

トラブルの活性化を図る仲間との親睦と、奉仕、によって

会員たちのやる気を一掃させる、そして、全ての家族で

会員を増やしましょうという取り組みです。

ウクライナへの人道支援についてですが、ライオンズクラ

ブ国際協会の中に、ライオンズクラブ国際財団（LCIF）と

言ってますけども、その活動の中身について説明させてい

ただきます。

現在、ウグライナ国内には29のライオンズクラブがありま

して、約700名のメンバーがいるということで、今、ライオン

ズクラブ国際財団を通じて、ウクライナに対して支援して

いるところです。この交付金によって、食料、衣類、衛生

用品、寝袋、医薬品などを緊急支援物資して購入して配

布しているが実情です。このように段ボールに支援物資

を入れて、現地へ運んでおります。

特にヨーロッパのクラブでは、今、一生懸命に支援物資を

避難民の方に送り、又、ウクライナの国内にも送っている

状況です。



それでは続きまして、ヘア-ドネーション。

小児がんの子供たちへの支援活動っていうことで、

これも今、ライオンズクラブで力を入れてる事業です。

子供たちが、最初に病気になった時に

絶望とまでは、いかなくとも、色々な事を諦めなければい

けないのかと感じました。

実際に抜けていく、その髪の毛を拾うという、一連の作業

が、色々な事の重要性となります。病気の深刻さも含めて

実感させられた出来事です。

小児癌が分かって病院にいる間にもう治療をすると髪が

どんどん抜けるんです。そこで、ウイッグを1つ作るのに、2

0人から40人分ぐらいの髪の毛がないと1つのウイッグは

作れないということで、全日本人のチームで展開をして

ヘアドネーシヨン（小児がんの子供たちへの支援活動）を

行っています。子供たちに

ウイッグが届いた時は、まず、声が非常に明るく、嬉しそう

な顔をしたというのが、1番の印象で、それを見た私も、非

常に嬉しく思いました。

元気に日常を過ごせてることが1番親としては嬉しく思え

る所だと思います。

今現在、北見地区のライオンズズクラブが一生懸命に取

り組んでおりまして、40名、の理髪店と、それから美容室

の方を巻き込んで取り組んでまして、ヘア-ドネ－ションが

広がっている状況です。

今年の6月に国際大会がございまして、ここの地区からは

私1人だけの参加でした。コロナ幹線が急拡大してきた中

でしたので、モントリオ-ルでの開催でしたが、日本からは、

おそらく300名ぐらいになったと思います。世界からは、

4000人ぐらいです。通常は3万人、4万人で滞在するんで

すけども、残念ながらコロナ禍で3000人、4000人ぐらいの

参加者でした。その中で色々な晩餐会、セミナーセッショ

ン、いろんな委員会がございましたが、

たまたま、私がfacebookをやっていて、そのfacebookの

友達で、78年に繋がった、グリーンさんと、たまたまセミナー

の会場でお会いできて、「お前のこと知ってるぞ」と言うの

で、名前を見たら、あのアラドグリーンだったんです。本

当にイッツ・スモール・ワ－ルドということで、

そんな中でいろんな話をさせていただき、有意義な大会

でありました。

大変長くなりましたけれど、ご清聴いただきまして

ありがとうございます。

ライオンズクラブ国際協会

２０２１～２２年度国際平和ポスタ－コンテスト

最優秀作品


